
〈
余
滴

〉

「音
声
表
現
～
ゆ
た
か
な
朗
読
を
求
め
て
～
」
と
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会

「音
声
表
現
～
ゆ
た
か
な
朗
読
を
求
め

て
～
」

と
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会高

野

春

廣

「音
声
表
現
～
ゆ
た
か
な
朗
読
を
求

め
て
～
」
第
3
号
の
編
集
に
、
今
、
追
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
論
集
と
同
じ
2
0
0
8
年
春
刊
行

の
予
定

で
す
。

A
5
約

1
0
0
ペ
ー
ジ
、
10
数
本

の
論
文

・
読

み
物
と
C
D

(俳
優
の
朗
読
と
朗
読
法
)
、

1
冊
1
0
0
0
円
。

編
集

・
発
行
は
、
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会
。
代
表
は
俳
優
の
舟
木
淳
さ
ん
と

私

・
高
野
な
の
で
、
本
稿

で
こ
の
小
冊
子
と
研
究
会
に
つ
い
て
紹
介

・
宣
伝
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
ブ
ー
ム
、
音
読
ブ

ー
ム
に
の

っ
て
、
「
声

に
出
し
て
読
む
～
」
と
か

「朗
読
～
」
と
か
、
こ
の
分
野
の
単
行
本

は
数
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
が
、
本
格
的
な
内
容

の
定
期
刊
行
物
と
い
う
と
全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
を

み
ま
せ
ん
。
そ
の
せ
い
か
第
1
号
、
第
2
号
と
も
に
実
売
1
0
0
0
冊
を
超
え
る

ほ
ど
の
、
手
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
第
1
号
は
、
初
版
1
0
0
0
冊
が
瞬

く
間
に
な
く
な
り
、
急

い
で
5
0
0
冊
増
刷
と
い
う

一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。
東
海

地
方

に
留
ま
ら
ず
、
東
京
な
ど
で
も
か
な
り
の
読
者
が
生
ま
れ
、
ア
マ
ゾ

ン
を
通

し
て
の
注
文
も
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
音
声
表
現

・
朗
読
に
興
味
を

持

つ
人
た
ち
が
広
が

っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

第
1
号

・
創
刊
号
は
、
去
年

・
2
0
0
7
年
3
月
1
日
、
第
2
号
は
去
年
10
月

1
日
、
そ
し
て
第
3
号
が
今
年
春
発
行
予
定
と
当
初
計
画

の
年
2
回
刊
を
順
調
に

進
め
て
き
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
「科
学
的
朗
読
法
」
、
「
共
通
語
の
発
音

・
ア
ク
セ
ン
ト
考
」、
「音
声

表
現
の
基
本

・
プ

ロ
ミ
ネ
ン
ス
」
、
「
"ぜ
ん
ぜ
ん
"
か
ら
考
え
た
」
、
「
日
本
語

で

使
わ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
」
な
ど
の
論
文

・
論
考
、
「
女
優

・
田
中
幸
子
さ
ん
に
聞

く
」、
「俳
優

・
藤
城
先
生
に
聞
く
」
な
ど
プ
ロ
の
朗
読
家

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

「
絵
本
に
出
会
え
て
よ
か

っ
た
」
、
「
音
訳
に
携
わ

っ
て
」
、
「赤
ち
ゃ
ん
か
ら
読
み

聞
か
せ
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
」
、
「私

の
音
声
表
現

へ
の
取
り
組
み
」
、
「
私
の
朗

読

"無
茶
"
修
行
」
な
ど
の
体
験
談
、
「
か

っ
ぱ
か

っ
ぱ
ら

っ
た
か
い
」、
「
た
の

し
い
朗
読
」
、
「鈴
鹿
麦
わ
ら
帽
子
の
会
」
な
ど
朗
読
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
、
「朗
読

本
を
観
る
」
と
い
う
書
評
シ
リ
ー
ズ
、
等
々
硬
軟
と
り
ま
ぜ
た
雑
誌
風

の
も
の
と

な

っ
て
い
ま
す
。

C
D
付
と
い
う
の
が
最
大

の
特
徴
で
す
。
「音
声
表
現
」
な
の
だ
か
ら
声
も
届

け
な
け
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
毎
号

「プ

ロ
の
朗
読
」
と

「声
の
テ
キ
ス
ト
」
を

C
D
に
収
録
し
、
冊
子
に
添
付
し
て
い
ま
す
。
C
D
だ
け
で
も

「
1
0
0
0
円

の

値
打
ち
」
は
十
分
あ
る
と
い
う
こ
と
も
実
売
数
を
伸
ば
し
て
い
る
要
因
の
よ
う
で

す
。正
直
、
完
売
し
て
も
採
算
は
ぎ
り
ぎ
り
。
手
作
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し

て
予
算
を
切
り
詰
あ
て
は
い
る
も
の
の
、
台
所
は
厳
し
い
。
で
も
、
こ
の
小
冊
子

が
、
朗
読
、
読
み
聞
か
せ
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
語
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど

い
わ
ゆ
る

「
音
声
表
現
」
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の
場
に
な

っ
た
り
、
興
味
を
持

つ
き

っ
か
け
に
な

っ
た
り
す
る
の
な
ら
ば
、
と
い
う
思
い
で
、
当
分
は
年
2
回
の

ペ
ー
ス
で
発
行
し
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の

「
音
声
表
現
」

の
産
み
の
親
、
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会
は
、
2
0
0
0

年
秋
に
発
足
し
ま
し
た
。

当
時
、
俳
優
の
舟
木
淳
さ
ん
と
私
は
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
間
帯
に
知
多
美
浜
に

あ
る
日
本
福
祉
大

の
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
講
師
控
え
室
や
往
復
の
名

鉄
電
車
の
中

で
、
「音
声
表
現
に
つ
い
て
理
論
的
に
深
め
て
い
き
た
い
」
「朗
読
法

の
メ
ソ
ッ
ド
を
ま
と
め
て
み
た
い
」
な
ど
よ
く
話
し
合

っ
て
い
た
の
で
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
研
究
会
で
も
や
っ
て
み
る
?
」
と
い
う
こ
と
で
、
二
人

の
周
り
の
人
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と
と
も
に
準
備
会
を
結
成
。
次
の
よ
う
な

「お
誘
い
」
の
文
章
を

つ
く
り
、

呼
び
か
け
ま
し
た
。
会
は
、
今
も
こ
の
考
え
方
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
く

東
海

・
音
声
表
現
研
究
会

へ
の
お
誘

い

俳
優
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
研
究
者
、
教
師
、
主
婦
、
学
生
ら
、
朗
読

・
ア
ナ
ウ

ン
ス

・
読
み
聞
か
せ
な
ど

「音
声
表
現
」

に
興
味
を
持

っ
て
い
る
人
た
ち
に
よ

っ

て
、
「
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会
」
を

つ
く
り
ま
し
た
。

例
会
は
、
月

一
回
。

時
間
は
、
午
後
6
時
半
～
8
時
半
。

会
場
は
、
名
古
屋
市
女
性
会
館
。
(地
下
鉄

・
東
別
院
下
車

徒
歩
五
分
)

会
費
は
、
月
5
0
0
円
。

例
会
ご
と
に
、
テ
ー
マ
・
報
告
者
を
決

め
、
話
し
合
う
。

当
面
の
役
員
は
、
世
話
人
代
表
-
舟
木
淳
、
高
野
春
廣
の
二
人
。
会
計
-
北
里

真
弓
。
十
月
に
集
ま

っ
て
く
だ
さ

っ
た
14
人

で
、
以
上

の
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

朗
読
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
プ
ロ
や
セ
ミ
プ

ロ
、
単
な
る
愛
好
者
、
こ
れ
か
ら
勉
強

し
た
い
人
な
ど
参
加
者
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
な
か
に
は
話
を
聴
い
て
い
る
だ
け
で

満
足
!
2
次
会
が
楽
し
み
!
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
ち
ょ
い
と
覗
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

第

一
回

の
例

会

は

2

0

0

0

年

11
月

21

日
。

以

来

ほ

ぼ
毎

月

開

い

て
き

ま

し

た
。

(現

在

は

原

則

と

し

て
毎

月

の
第

一
火

曜

日
)

テ

ー

マ
は
、

朗

読

、

群

読

、

読

み
聞

か

せ
、

ス
ト

ー

リ

ー

テ
リ

ン
グ

、

ア

ナ

ウ

ン

ス
な

ど

に

つ
い

て
、

報

告

者

そ
れ

ぞ

れ

の
関

心

・
視

点

か

ら
論

じ

た

も

の
や

ア

ク

セ

ン
ト
、

抑

揚

、

セ
リ

フ
、

方

言

な

ど
表

現

技

術

・
表

現

方

法

を

め

ぐ

っ
て

の

も

の
な

ど

多

岐

に

わ

た

っ
て

い
ま

す

。

報

告

の
内

容

・
仕

方

は

、

研

究

会

ら

し

い

「
論

文

的

」

な
も

の

や

ビ

デ

オ

・
C

D

を

視

聴

し

な

が

ら

の

「
鑑

賞

会

的

」

な
も

の
、

朗

読

や
表

現

を

テ

ー

マ
に
出

版

「音
声
表
現
～
ゆ
た
か
な
朗
読
を
求
め
て
～
」
と
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会

さ
れ
た
本
の

「書
評
論
的
」
な
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
な
か
に
は
例
会
席
上

で
朗
読
し
た
り
踊

っ
た
り
す
る

「実
演
的
」
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

例
会
の
出
席
者
は
、
毎
月
10
人
～
20
人
。
会
員
は
、
年
に

一
回
以
上
出
席
す
る

人
が
50
人
弱
。

こ
の
7
年
間
に

一
回
で
も
出
席
し
た
人
を
数
え
上
げ
れ
ば
お
そ
ら
く
1
0
0
人

は
超
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
「
お
誘
い
」
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
朗
読

・
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
プ

ロ
や
セ
ミ
プ
ロ
、
研
究
者
、
教
師
、
学
生
、
朗
読
愛
好
者

(聴
く

の
が
好
き
と
い
う
人
も
)
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
集

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た

「東
海

・
音
声
表
現
研
究
会
」
の
例
会

・
話
し
合
い
を
土
台
に
し
て
、

『音
声
表
現
～
ゆ
た
か
な
朗
読
を
求
め
て
～
』

の
原
稿
の
多
く
が
執
筆
さ
れ
て
い

ま
す
。

2

0
0

0
年

11
月

の
第

1
回
例

会

か

ら
、

2
0

0

7
年

12

月

ま

で

の
例
会

の
テ

ー

マ
を
付

記

し

ま

す

。

こ
ん

な

ん

な

ら

一
度

覗

い

て

み

よ

う

と

い

う
方

、

大

歓

迎

で

す

。東
海

・
音
声
表
現
研
究
会

例
会
の
歩
み

ー
、
「杉
沢
陽
太
郎

『現
代
文

の
朗
読
術
入
門
』
を
め
ぐ

っ
て
」

2
、
舟
木
淳

「
私
の
朗
読
術
」

3
、
「朗
読
に
つ
い
て
～
舟
木
報
告
を
受
け
て
～
」

4
、
「
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
」

5
、
「朗
読
を
学
ぶ
立
場
か
ら
」

6
、
「
朗
読

・
比
較
文
化
論
」

7
、
「
高
野
春
廣

『
物
語
の
楽
し
み
』
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

8
、
「
高
野
春
廣

『
物
語
の
楽
し
み
』
を
め
ぐ

っ
て
2
」

9
、
「
ゲ
ー
テ
の
詩
、
朗
読

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
演
し
て
」

10
、
「読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
の
リ
ポ
ー
ト
」

11
、
「
尾
西
で
の
朗
読

・
読
み
聞
か
せ
」
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「
音

声

表

現

～

ゆ

た

か

な
朗

読

を

求

め

て
～

」

と

東

海

・
音

声

表

現

研

究

会

「
プ

ロ
の
読

み

と

ア

マ
チ

ュ
ア

の
読

み
」

40
、

「
『
天

草

物

語

』

を

聞

く

」

41
、

「
ア

ク

セ

ン
ト
考

」

42
、

朗

読

「
わ

す

れ

ら

れ

な

い
お

く

り

も

の
」

43
、

「
人

間

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

・
長

岡

輝

子

『
裸

の

心

を
声

に

し

て
』

を

み

て
」

44
、

「
谷

川

俊

太

郎

『
詩

っ
て

な

ん

だ
』

を

め

ぐ

っ
て
」

45
、

「
他

人

の
本

音

を

読

む

」

46
、

「
読

み

聞

か

せ

」

47
、

「
朗

読

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の
あ

り
方

」

48
、

「
か

っ
ぱ

か

っ
ぱ

ら

っ
た

か

い
発

表

会

か

ら

」

49
、

「
私

の
朗

読

指

導

体

験

」

50
、

「
朗

読

と
演

劇

」

51
、

「
朗

読

の
楽

し

さ

」

52

、

「
ゲ

ー

テ

の
詩

朗

読

コ

ン

テ

ス

ト
」

53

、

「
な

ご

や
弁

に

つ
い

て
」

54

、

「
昔

話

と

方

言

」

55
、

「
朗

読

9
年

」

56
、

「
日

本

語

教

育

か

ら
見

た

日
本

語

の
特

色

」

57
、

「
春

.
朗

読

の

一
日
」

58
、

「
中

国

国

際

放

送

局

日
本

語
部

」

59
、

「
音

と

し

て

の

日
本

語

」

60
、

「
朗

読

へ
の
思

い
」

61
、

「
親

へ
の

メ

ッ
セ

ー
ジ

」

62
、

「
鉄

道

ア

ナ

ウ

ン

ス
」

63
、

「
民

話

を

語

る

」

64
、

「
日
本

語

の
発

音

再

発

見

」

65
、

「
天

野

有

恒

『
自

然

な

演

技

を

め

ざ

し

て
』

を

め

ぐ

っ
て
」

66
、

「
音

研

.
北

京

の
旅

」

67
、

「始
め
て
人
前
で
朗
読
」

「
日
本
語
の
呼
吸

(鴨
下
信

一
)」

「昭
和
と
平
成
の
ア
ク
セ
ン
ト
」

「
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
か
ら
学
ぶ
ー
」

「
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
か
ら
学
ぶ
2
」

「源
氏
物
語
の
朗
読
」

「
表
現
」

「
科
学
的
朗
読
法
」

「
私
の
朗
読

・
朗
読
指
導
」

「
平
成
小
学
校
の
群
読
」

「春

・
朗
読

の

一
日
」

「朗
読
再
考
」

「群
読
」

「万
博
の
群
読

(
一
粒
の
種
)
」

「群
読
再
考
」

「学
生
の
群
読
」

「放
送

コ
ン
テ
ス
ト
の
指
導
と
審
査
」

「
C
D

・
愛
知
の
民
話
」

「受
賞
記
念

・
芸
能
生
活
50
年
」

「
ラ
ジ
オ

(
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)
の
朗
読
」

「音
声
研
で
本
を
作
ろ
う
」

「
モ
ン
ゴ
ル
の
踊
り
と
朗
読
」

「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」

「
俳
優
の
朗
読
」

「
公
共
の
場
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
」

「
モ
ン
ゴ
ル
の
朗
読

・
芸
能
」

「
園
長
先
生
奮
闘
記
」

「安
田
登

『
メ
リ

ハ
リ
読
み
』
を
め
ぐ

っ
て
」
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「共
通
語
の
発
音

・
ア
ク
セ
ン
ト
考
を
め
ぐ

っ
て
」

「
音
声
表
現

・
藤
城
特
集
を
め
ぐ

っ
て
」

「
科
学
的
朗
読
法
ー
基
礎
編
1
」

「
C
B
C
視
聴
者
対
応
と
日
本
語
」

「鉄
道
の
車
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
」

「話
し
こ
と
ば
検
定
」

「音
声
表
現
の
基
本

『
プ

ロ
ミ
ネ
ン
ス
』
を
め
ぐ

っ
て
」

「科
学
的
朗
読
法
-
基
礎
編
2
」

「私
の
朗
読
法
～
心
得
と
実
演
～
」

(本
学
教
授
)

a
)

温
暖
化

の
対
策
と
し
て
原
発
を
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
今
世
紀

半
ば
ま
で
に
、
毎
週
あ
る
い
は
隔
週
に

一
基
ず

つ
原
発
を
建
設
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
部
品
製
造
す
ら
間
に
合
わ
ず
、
非
現
実
的

で
あ
る
。

b
)

現
存
す
る

一
〇
四
基
の
原
発

(電
力
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
供
給
)
は
寿

命
が
近
づ
い
て
お
り
、
そ
の
代
替
に
は
四
、
五
か
月
に

一
基
の
ペ
ー
ス
で
今
後
四

〇
年
間
、
原
発
を
新
設
す
る
必
要
が
あ
る
。
温
暖
化
対
策
に
は
と
う
て
い
間
に
合

わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

c
)
日
本
の
六

ケ
所
再
処
理
工
場
か
ら
二
〇
〇
㎏
、
英
国
の
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
再

処
理
工
場
か
ら
三
〇
㎏
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
行
方
不
明
と
な

っ
て
い
る
。
六
㎏
の

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
で
長
崎
原
爆
は
作
ら
れ
た
。

「
原
発

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
」

の
潮
流
を

逆
転
さ
せ
る
中
越
沖
地
震

村

田

光

平

原
発
の
再
評
価

・
促
進
傾
向

(原
発
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
)
に
根
拠
は
な
い

二
〇
〇
七
年
七
月

一
六
日
に
発
生
し
た
中
越
沖
地
震
は
、
核
の
世
界
に
温
暖
化

を
口
実
に
原
発
を
促
進
し
よ
う
と
す
る

「
原
発
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」
の
動
き
と
は
逆

方
向
の
新
し
い
潮
流
を
生
み

つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ

の

よ

う

な
立

場

は
、

最
近

米

国

の
知

人

(
会

社

社

長

)

う

次

の

よ

う

な

メ

ッ
セ

ー

ジ

と
軌

を

一
に

し

て
お

り

ま

す

。

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
よ

「米
国
で
は
温
暖
化
対
策
と
し
て
原
子
力
を
容
認
す
る
よ
う
に
と
の
圧
力
が
あ

り
ま
す
。
私
は
こ
れ
に
強
く
反
対
し
ま
す
。
お
送
り
い
た
だ
い
た
資
料
は
私

の
所

属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
会
員
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
計
画
も
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

へ
の
財
政
支
援
も
な
い
状
況

の
下
で
原
子
力
を
擁
護
す
る
こ
と
は
、
倫
理
的
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
指
摘

の
核

拡
散
、
廃
棄
物
、
大
災
害
の
可
能
性
は
極
め
て
現
実
的
な
も
の
で
す
。
核
燃
料
が

核
兵
器
に
転
用
さ
れ
る
危
険
性
は
、
核
拡
散
と
と
も
に
高
ま
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
統
合
さ
れ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
問
題
で
あ
り
、
国
際
協
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
軍
国
主
義
が
最
大
の
危
険

で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

世
界
平
和
と
全
て
の
核
物
質
の
削
減
の
た
め
に
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
。
」
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同

年

七

月

二

三

日

付

ロ
ス

ア

ン
ジ

ェ
ル

ス

・
タ

イ

ム

ズ
紙

は
、

摘

を

行

っ
て

お

り

ま

す

。

次

の
よ
う
な
指

活
発
化
す
る

「原
発
不
信
」

の
潮
流

「
原
発
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」

の
潮
流
を
逆
転
さ
せ
る
中
越
沖
地
震


